TPP参加へ反対理由

・TPPに参加した場合、国内食料自給率が下がることは確実であり、日本の農業が再生不可能なほどの打撃を受ける可能性がある。農業は産業としてみればほんの一部に過ぎず、過度な保護に値しないようにも見える。だが、農業があることで里山が守られていたり、農業を通して人格形成が行われたりと、農業には産業だけでない様々な役割がある。また、自給率が下がった場合は輸入すれば良いといわれるが、緊急時に食料を安定して供給してもらえるところはどこなのか、食品の安全性はどう守るのかなど安全保障上の様々な問題がある。

・TPPに参加した場合、あらゆる産業が統一されたルールの下で世界競争を求められる。そのため、企業はよりいっそう新たな技術・商品の開発、さらにはコストカットが求められるため、一般に外資系企業で見られるといわれる実力主義な企業へと変革が求められるだろう。そのため、安定した雇用を求める人にとってTPPはマイナスに働くのではないか。
・また、世界と対抗するためには、国内企業が乱立する傾向は避けなければならず、多数の企業が統合する流れへと向かうであろう。そうした場合、大企業へ就職した者とそうでないものでの社会的地位や所得格差が多大なものとなる恐れがある。受験競争の激化などが起こる可能性があり、経済的繁栄は社会の幸福と直結しないこともある。
・TPPに参加しない場合でも、EPAなどを結ぶことで経済の自由化を進めることは出来る。EPAなどは二国間で協議をするため、お互いの主張が激しくぶつかり合い、合意に達するには相当な時間がかかるだろう。しかし、日本の主張をしっかりと相手に伝えることが可能であり、農業といった保護したい分野を関税柔化の対象外とすることも可能で、TPPより高い国内支持を取り付けられると考える。

・TPPの場合は米国主導の流れが顕著であり、日本がイニシアティブを取れる可能性は低いと思われる。そのため、ルール作りの過程で日本側の主張は受け入れられず、不利なルール作りをされる可能性もある。また、参加表明各国は日本側への輸出拡大を狙う国ばかりであり、日米間においても貿易摩擦が生じている現状から、米国が輸入を増やすとは考えづらいため、日本と利害が一致する国が存在しないと思われる。そのため、日本の主張を通す機会は少ないのではないか。
以上の理由からTPPへの参加は踏みとどまり、EPAなど他の方法で自由貿易を進めていくのがよいと思われる。

無論、TPPに参加しないことにより、日本の製品の商品力が落ちることや、生産拠点を海外に移すことが進み、産業の空洞化が起こる可能性がある。そういったことに対しての対策は必要である。

ただ私が感じるのは、最近の日本の製品には昔ほどの魅力はなくなってきているということである。日本の電化製品も、今では価格面だけではなく性能の面でも海外企業に劣っている場面がある。以前は国産ブランドに守られていたが、今では多くの人が海外製品に対して抵抗がなくなり、パソコンや携帯電話など国産のシェアは落ち込むばかりである。TPP参加不参加の議論の前に、日本の企業の力をつけるような環境づくりを進めるべきなのではないか。
